の 表面に 小雨で も 降って いるかの ように 細かい 波紋が 

現滅 していた。 

こんな 微量な 降 灰で 空 も 別に 暗い という ほどで もな 

いので あるが、 しかしい つもの 雨ではなくて 灰が 降つ 

ている の だとい う 意識が、 周囲の 見慣れた 景色 を 一種 

せいりょう ふんいき 

不思議な 淒涼 の 雰囲気で 色 どるよう に 思われた。 宿 

屋も 別荘 もしん として 静まり返って いるよう な 気がし 

た。 

八 時半 ごろ、 すなわち 爆発から 約 一時間 後に はもう 

降 灰 は 完全 にやんで いた。 九 時 > J ろに 出て 空 を 仰いで 

見たら 黒い 噴煙の 流れ はもう 見られないで、 その かわ 



強度の 等級に してまず 十 番目く らいの もの だそう であ 

る。 そのく らいの 小 爆発であった せいでも あろうが、 

自分の この 現象に 対する 感じ はむしろ 単純な 機械的な 

ものであって 神秘的と か 驚異的と かいった 気持ち は 割 

合に 少なかった。 人間が 爆発物で 岩山 を 破壊して いる 

あの 仕事の 少し 大仕掛けの もの だとい うような 印象で 

あった。 しかし、 これ は 火口から 七キ ロメ— トル を隔 

てた 安全地帯から 見た からの ことであって、 万一 火口 

の 近くに でもいたら 直径 一 メ 1„ ^ルも あるよう なまつ 

かに 焼けた 石が 落下して 来て 数 分 時間 内に 生命 をう し 

なった こと は 確実であろう。 



じなかった。 しかし 本館の ほうに いた 水上 理学 士は障 

子に あたって 揺れる 気 波 を 感知した そうで ある。 また 

自分た ちの 家の 裏の 丘上の 別荘に いた 人 は 爆音 を 聞き、 

その あとで 岩の くずれ 落ち る よ うな 物す) J い 物音が し 

ばらく 持続して 鳴り響く の を 聞いた そうで ある。 あい 

にく 山が 雲で 隠れて いて 星 野の ほうから は 噴煙 は 見え 

なかった し、 降 灰 も 認められなかった。 

翌日の 東京 新聞で 見る と、 四月 r 一十 日 以来の 最大の 

爆発で 噴煙が 六 里の 高さに のぼった と あるが、 これ は 

しろうと 

信じられない。 素人の ゴシップ を そのままに 伝えたい 

つもの 新聞のう そであろう。 この 日の 降 灰 は 風向の 北 



しろ 意外に 思われた。 ここに も 未来の 学者に 残された 

問題が ありそうに 思われる。 

みね ちゃや 

この 日 峰の 茶屋 近くで 採集した 降 灰の 標本と いうの 

を 植物学 者の K 氏に 見せて もらった。 霧の 中 を 降って 

来たそう で、 みんなぐ しょぐ しょに ぬれていた。 その 

せいか、 八月 四日の 降 灰の ような 特異な 海綿 状の 灰の 

被覆 物 は 見られなかった。 あるいは 時に よって 降 灰の 

構造が ちがう のか もしれ ない と 思われた。 

翌十 八日 午後 峰の 茶屋から グリ— ン ホテル へ おりる 

専用 道路 を 歩いて いたらき わめて かすかな 灰が 降って 

来た。 降る の は 見えない が 時々 目の 中にはい つて 剌激 



葉で は みんなた だの 「爆発」 になって しまう。 言葉と 

いう もの は 全く 調法な ものである がまた 一 方から 考え 

ると 実にた よりない ものである。 「人殺し」 「心中」 な 

どで も 同様で ある。 

しかし、 火山の 爆発 だけ は、 今にもう 少し 火山に 関 

する 研究が 進んだら 爆発の 型と 等級の 分類が できて、 

きょうの は A 型 第三 級と かきのう の は B 型 第五 級と か 

いう 記載が できるようになる 見込みが ある。 

S 型 三 六 号の 心中 や P 型 二 四 七 号の 人殺しが 新聞で 

報ぜられる 時代 も 来ない と は 限らない が、 その 時代に 

おける 「文学」 が どんな ものになる であろう か を 想像 



する こと は 困難で ある。 

少なくも 現代の 雑誌の 「創作 欄」 を 飾って いるよう 

な あたまの 粗雑 さ を 成立 条件と する 種類の 文学 はなく 

なる かもしれ ない という 気がする。 

(昭和 十 年 十 一 月、 文学) 



底本： 「寺 田寅彦 随筆集 第五 巻」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1948 (昭和^) 年 U 月^日 第 ー 刷 発行 

1963 (昭和？ 8) 年 6 月 S 日 第 g 刷 改版 発行 

1997 (平成 9) 年 9 月 5 日 第 g 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「寺 田寅彦 全集 第 十 巻」 岩波 書店 

1961 (昭和 M) 年 7 月 7 日 第 ー 刷 発行 

※ 「駅員 は 急に おごそかな 表情 をして」 の 箇所 は、 底 

本で は 「駅員 は 急に おご そな か 表情 をして」 でした が、 

親 本 を 参照して 直しました。 

入力 ： (株) モモ 

校正 ： 多羅 尾 伴 内 



2 o o 3 年：：：； 月 U 日 fe: 成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



